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各 団 体 総 会 開 催

　総会に続き、会員の高品質米生産意欲の向上のため、例年実施されている「平成29年産米高品質米表
彰式」が行われ、各区分より５名の優秀者へ高見会長より表彰状・褒賞金が授与されました。
　受賞者は以下の方々です。

　　◆最優秀賞：外　川　　　守さん
　　　（東鷹栖地区16区農事組合／区分４）
　　◆優 秀 賞：石　川　恭　二さん
　　　（東鷹栖地区28区- ２農事組合／区分１）
　　◆優 秀 賞：廣　田　敦　彦さん
　　　（東鷹栖地区29区農事組合／区分２）
　　◆優 秀 賞：高　畠　賢　治さん
　　　（東鷹栖地区鬼斗牛農事組合／区分３）
　　◆優 秀 賞：川　崎　竜　一さん
　　　（鷹栖地区17区農事組合／区分５）

ＪＡたいせつ「稲穂の里」協議会高品質米表彰基準

　２月７日（水）にＪＡたいせつ本所事務所２階大会議室において、ＪＡたいせつ「稲穂の里」協議会
第11回定期総会が、各農事組合・町内会より選出された代議員の皆様にご出席頂き開催されました。
　総会は、高見会長の挨拶によって始まり、来賓としてＪＡたいせつより松原剛志代表理事組合長、山
原茂代表理事専務、北海道中央農業共済組合中央支所より兼子業務課長補佐にご臨席を頂くなか、来賓
を代表して松原組合長よりご挨拶を頂きました。
　議事では、議長に東鷹栖地区の上田裕昭氏が選出され、上田議長の進行のもと議事に入り、「平成29
年度活動報告および収支決算報告」「平成30年度事業計画（案）および収支予算（案）」「平成30年産米
の取組み」について提案審議され、すべて原案通り可決承認を頂きました。
　平成30年度も協議会が主体となり「売れる米づくり」に向け、全会員が一丸となった高品質米生産の
取組みの実践などを推進して参りますので、会員皆様のご理解とご参加を賜わりますよう宜しくお願い
申し上げます。

来賓を代表して松原組合長による挨拶 上田議長挨拶

（写真左より、高見会長、外川さん、廣田さん、高畠さん、
石川さん、川崎さん）

総会開催にあたり高見会長の挨拶

●対象品種：タンパク仕分集荷の対象となっている品種 
●優 秀 賞：出荷契約提示数量対比90％以上で契約締結し、出荷契約数量対比100％以上出荷された

会員で、蛋白含有率が7.4％以下の米の出荷割合（出荷数量対比（％））などの成績上位
者１名を下記各区分より選出する。

【区分】作付面積基準
　（区分１）5ha未満 　（区分２）５ha以上10ha未満　（区分３）10ha以上15ha未満
　（区分４）15ha以上20ha未満　 （区分５）20ha以上
●最優秀賞：上記優秀賞５名の中から、契約率・出荷率・タンパク6.8％以下割合・施設出荷＋高整

粒出荷率・6.8％以下の面積比率・出荷数量などの成績を参考に役員会にて選出。
●表　　彰：「賞状」「賞金」をもって定期総会において表彰。

ＪＡたいせつ「稲穂の里」協議会　第 11回定期総会を開催
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各 団 体 総 会 開 催

平成30年産の高品質米生産に向けた対策（研修会資料より一部抜粋）

　総会終了後は、生産者研修会として北海道中央農業共済組合中央支所兼子課長補佐より『「収入保険
制度」の導入および「農業災害補償制度」の見直しについて』、上川農業改良普及センター近藤普及員
より『29年産水稲の生育・作柄と30年産に向けた対策について』の２つのテーマで研修会を開催致しま
した。

北海道中央農業共済組合　金子課長補佐 農業改良普及センター　近藤専門普及員

　基本技術の励行により初期生育を向上させ、天候に左右されない稲作りを目
指しましょう。

（1）ほ場の乾田化
　溝切り、収穫後の溝掘り、心土破砕による融雪停滞水
の排除と融雪剤の散布により、ほ場の乾燥化を促進させ
ましょう。
　なお、地域・地区に係わらず、本田はケイ酸分が不足
しています。融雪材にはケイ酸資材を使用しましょう。

（2）施肥設計の検討
　水田ごとに窒素施用量の見直しのため、土壌診断を実施し診断結果（窒素・ケイ酸分析
等）に基づく施肥設計を行いましょう。適正施肥を実施することで、過剰な籾数による品
質の低下を防ぎましょう。
　初期生育が劣るほ場では側条施肥割合を増やす事で、初期生育改善を検討しましょう。

（3）健苗育成
　健苗の育成に向けて、ハウスの早期設置を行い、床土の乾燥と地温上昇に努めましょう。
　育苗期間中はどの品種でも2.5葉期以降は25℃以上の高温にならない様に注意しま
しょう。草丈は活着、初期生育の促進のため草丈10 ～ 13cmを目標にしましょう。苗の
葉齢に合わせた栽培管理によって、徒長や老化苗にならないよう注意しましょう。
　また、中苗マットでは極端な厚播を避け（150 ～ 200mlが適切）、葉色に合わせた移
植を目指しましょう。
　健苗育成に向けて床土pHの確認を実施しましょう。pHの簡易測定は営農センターにて
随時受け付けておりますので、お気軽にお申し付けください。

（4）適期移植
　早めのほ場準備を行い、初期生育向上を目的に５月25日前後ま
での作業目途を目標としましょう。また、移植時の植え付け深さ
は1.5 ～ 2cmとしましょう。
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各 団 体 総 会 開 催

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働く
全ての労働者 （臨時、パートタイマー、アルバイト等
を含む。）に適用される北海道最低賃金が改定されま
した。

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

　フレッシュミズの会では平成29年度総会を「米蔵」にて開催し、15名の会員が出席しました。

　平成29年度事業報告並びに収支決算報告、平成30年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について、

原案通り承認されました。さらに活動を盛り上げていくべく、会員一同意識を高め合いました。

　役員改選については、会長に吉本真弓さん、副会長に野中友紀さん、書記会計に笠谷由紀さんが選任

されました。

　本所事務所大会議室にて、たいせつ農業協同組合女性部第15回定期総会が開催されました。

　加藤久美子部長の挨拶に始まり、来賓としてご臨席頂いた、松原剛志代表理事組合長、山原茂代表理

事専務、高見章太青年部長、金塚仁司営農部長を代表して、松原組合長よりご挨拶を頂きました。

　続いて議事に入り、議長には東鷹栖支部より森山美和子さん、鷹栖支部より中野眞人さんが選出され、

平成29年度事業（活動）報告及び会計決算報告、平成30年度事業計画（案）並びに収支予算（案）につ

いて原案通り承認されました。

　また、定期総会終了後の研修では、上川農業改良普及センター地域第３係長田下浩二氏を講師にお招

きし、「安全・安心な家庭菜園に向けて」と題してご講演頂きました。

　正しい家庭菜園づくりに向けたポイントを分かりやすく説明していただき、大変勉強になる講演とな

りました。

２月７日（水）　フレッシュミズの会

２月８日（木）　たいせつ農業協同組合女性部

平成29年10月１日発効

北海道最低賃金

時間額

810円

必ずチェック　最低賃金！
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各 団 体 総 会 開 催

平成30年度役員 �
部　長　　　　　　　 中山　敬介
副部長（営農）　　　　川添　宏明
副部長（組織）　　　　木下　大輔
副部長（東鷹栖支部）　笠谷　栄樹
副部長（鷹栖支部）　　青木　秀晃
総　務　　　　　　　 三上　　竜
会　計　 　　　　　　橋本　雅典
理　事（営農）　　　　栗林　恵太
理　事（組織）　　　　松木　良介
理　事（東鷹栖支部）　堀田　一也
理　事（鷹栖支部）　　門木　俊郎
監　事　　　　　　　 高見　章太
監　事　　　　　　　 平林　　悠
顧　問　　　　　　　 開田　優作

　本所営農センター会議室にてたいせつ農業協同組合青年部第15回定期総会が開催されました。
　開会にあたり、高見章太青年部長より「田んぼアート」をはじめとした青年部事業が皆様のご協力に
より無事遂行できたことへの感謝の思いが込められた挨拶がありました。又、来賓として、松原剛志代
表理事組合長、山原茂代表理事専務、加藤久美子女性部長、金塚仁司営農部長にご臨席いただきました。
　続いて、鷹栖支部松田直人氏を議長として議事に入り、平成29年度事業報告及び収支決算報告、30年
度事業計画及び収支予算について審議され、原案通り承認されました。
　役員改選では鷹栖支部長谷英樹選考委員より新年度役員について発表され、部長に鷹栖支部中山敬介
氏が選任されました。
　本年度も「田んぼアート」や「生き物調査」を軸とした活動を展開し、消費者や子供達に農村地域の
魅力を発信していけるよう、部員一丸となって取り組んでいくことを確認し合いました。

２月 16 日（金）　たいせつ農業協同組合青年部

就任のご挨拶
中山敬介

　日頃より青年部活動に対しまして、多大なるご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
青年部を代表致しまして厚くお礼申しあげます。
　この度、たいせつ農業協同組合青年部第15回定期総会にて、平成30年度より青年部長を拝命致し
ました、中山敬介です。青年部に入部致しまして７年目を迎えるこの年に、青年部長と言う大役を
務めさせて頂くにあたりまして、役員の皆様、諸先輩方、盟友、事務局等々、皆様のお力添えとご
指導を頂きながら、精力的に活動して参ります。どうぞ宜しくお願い致します。
　農業情勢においては、昨年11月のＴＰＰの大筋合意、12月には日ＥＵ・ＥＰＡ交渉妥結と、国産
農産物への影響も懸念され、また、国内においても米の直接支払交付金や、生産数量目標の廃止、
農協改革における会計監査移行等、日々めまぐるしく変化する中で、我々は今後いかに情報を集め、
それらに迅速に対応し、どう向き合い今後の営農に繋げていくのか…。この地域農業を守り、発展
させていく為にも、今後も努力して参ります。
　たいせつ農業協同組合青年部も16年目となり、５名の新入部員を迎え52名の盟友と共に新年度を
スタートしました。たいせつ青年部の基幹事業となる「田んぼアート」は13年目を迎え、道内外、
海外からも見学に訪れる方が増え、益々田んぼアートに対する期待感が高まっている中、本年度も
皆様方の期待に応えられるように、地域一丸となって取り組んで参りたいと考えています。また、
たいせつ地域をＰＲしていく為の消費者との交流の場となる「田んぼアートフェスティバル」は、
節目の10回目を迎えます。今まで以上の盛り上がりを見せられるよう充実した内容を企画して参り
たいと思います。ＪＡや関係機関との連携を更に強化し、これまでの事業を継続、発展させて参り
たいと思いますので、ご協力の程宜しくお願い致します。
　最後に、青年部長１年目の今年、新役員と共に諸先輩方が築き上げて下さった「青年部」を益々
盛り上げ、そして地域農業の発展に繋がる活動にしていく為にも、今後とも「たいせつ農業協同組
合青年部」へのご支援、ご理解、ご協力をお願い申し上げ、就任の挨拶とさせて頂きます。
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各 団 体 総 会 開 催

　東鷹栖農村活性化センター「野土花」にて、15名の

出席で平成29年度総会を開催しました。

　まず初めに笹川明美部長より挨拶があり、平成29年

度活動報告並びに会計報告について原案通り承認され

ました。

　平成29年度活動計画については活動日を確認し、終

了後にはビンゴ大会をしました。

　たくさんの景品が並べられ大いに盛り上がり、とて

も楽しい様子でした。

　平成30年度役員については、引き続き部長に笹川明

美さん、副会長兼会計に立野あや子さんが選任されま

した。

　比布町遊湯ぴっぷにて、平成29年度自家生産物加工

グループ総会が開催され、14名の部員が出席しました。

　はじめに平成29年度活動報告及び収支決算報告が原

案通り承認され、今後の活動について話し合いをし、

総会終了後は、温泉や食事を楽しみ、より懇親を深め

る事ができました。帰りの時間までゆったりとした時

間を過ごすことができました。

２月 21 日（水）　手芸グループ「紬」

２月 16 日（金）　自家生産物加工グループ

　本所営農センター会議室にて平成29年度たいせつ良

質米生産研究会定期総会が開催されました。

　笠谷会長の議事進行により平成29年度事業報告並び

に決算報告、平成30年度事業計画(案)及び収支予算

(案)、役員改選等ついて原案通り承認されました。

　引き続き、上川農業改良普及センターの竹内直洋様

より29年産水稲の生育・作柄経過についてご講演を戴

き、出席者は熱心に研修を受けられました。

２月 20 日（火）　たいせつ良質米生産研究会

新役員
会　長　 山口　和行

副会長　 橋本　　健

会　計　 村上　光生
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各 団 体 総 会 開 催

　本所事務所大会議室にて複数戸法人研修会を開催致

しました。

　当日は北海道農業会議の佐藤部長、株式会社オーレ

ンス総合経営の松隈セクションマネージャーを講師と

してお招きし、法人化の必要性や設立にむけた留意点

等について実例を交えてご講演いただき、参加者の皆

さんは熱心に耳を傾けておられました。

　今後も定期的に開催して参りますので、皆様の参加

をお待ちしております。

　複数戸法人化相談窓口　農業振興課（TEL 57-2357）

　　　　　　　　　　　　又は金融課（TEL 57-2311）

２月６日（火）　複数戸法人研修会

　平成30年２月26日（月）、鷹栖町駒鮨にて酪農畜産

振興会の定期総会が開催されました。

　総会冒頭、新田健一会長のご挨拶に続きご来賓いた

だきました松原剛志組合長よりご挨拶を頂いたのち議

事に入り、平成29年度事業報告並びに決算報告、平成

30年度事業計画及び予算について原案通り承認されま

した。

　その後、ご来賓の上川生産連小中和彦営農推進室長

の乾杯の音頭にて懇親会へ移り、直近の酪農畜産情勢

や畜産業務集約の本実施への展望などについて話し合

い、和やかに懇親を深めました。

２月 26 日（月）　ＪＡたいせつ酪農畜産振興会

　ＪＡたいせつ鷹栖支所営農センターにおいて、ＪＡ
たいせつ無人ヘリ防除運航協議会定期総会が開催され
ました。
　総会は、簗取会長の挨拶にて始まり、来賓として、
ＪＡたいせつより松原剛志代表理事組合長、山原茂代
表理事専務にご臨席を賜り、来賓を代表して松原組合
長よりご挨拶をいただきました。
　簗取会長を議長とし、議案第１号から議案第５号を
上程し、原案通り承認されました。
　また、役員改選があり下記の通り役員が選任されま
した。

　ＪＡたいせつ無人ヘリ防除運航協議会は、平成30年
度会員数49名・機体数12機により除草剤散布・本田防
除・小麦雪腐れ病防除を実施致しますが、会員・組合
員皆様のご理解とご協力を頂きながら、地域農業の支
援組織として一丸となり活動をして参りますので、よ
り一層のご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

２月 21 日（水）　ＪＡたいせつ無人ヘリ防除運航協議会

平成30年度役員 �
会　長　　　　　　　　　　　 簗取　貴文

副会長　　　　　　　　　　　 伊藤加津則

会計（安全運航管理者）　　　　高見　章太

運航部長（運航計画策定監督）　高橋　雄二

監　事　　　　　　　　　　　 川添　宏明

　　　　　　　　　　　　　　 相澤　直登
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マ
ザ
ー
ズ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
の

マ
マ
た
ち
が
「
使
っ
て
み

て
よ
か
っ
た
！
」
と
思
っ

た
企
業
や
商
品
に
投
票
し
、
表
彰
す
る
〝
信
頼
と

好
感
で
選
ば
れ
る
賞
〟
で
す
。
マ
マ
た
ち
か
ら
は

「
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
返
戻
率
だ
か
ら
」
「
出
産
前
か

ら
加
入
で
き
て
安
心
で
し
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
今
後
も
安
心
と
満
足

を
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住

民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積

極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌

「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。
年
３
回
発
行
し

て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

ホ
ク
レ
ン

　

北
海
道
産
小
麦
の
普
及
拡

大
を
目
的
に
、
札
幌
駅
前
通

地
下
歩
行
空
間
の
広
場
で
、

「
２
０
１
８
パ
ン
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
道
内
の
人
気
や
評
判
の
パ
ン

屋
16
店
が
出
展
し
、
北
海
道
産
小
麦
を
１
０
０
％

使
用
し
た
パ
ン
の
ほ
か
、
小
豆
や
黒
豆
な
ど
の
道

産
豆
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
パ
ン
な
ど
を
販

売
。
閉
店
以
前
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。
今
後
も
、
北
海
道
産
小
麦
の
魅
力
や
お

い
し
さ
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

昨
年
12
月
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
が

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
、
札
幌
市
近
郊
の
幼
稚

園
等
８
カ
所
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
野
菜
あ
て
ク
イ
ズ
や

ダ
ン
ス
等
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

の
ほ
か
、
ち
ょ
リ
ス
か
ら
子
供

達
へ
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
子
供
達
は
ち
ょ

リ
ス
の
ほ
っ
ぺ
を
撫
で
た
り
と
、

自
由
に
触
れ
合
い
、
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
と
北
海

道
大
学
農
学
部
に
お
い
て
、
学
生
向
け
授
業
の
一

環
と
し
て
「
北
海
道
農
業
の
概
要
と
、
そ
れ
を
支

え
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
役
割
」
に
つ
い
て
講
義
を

行
い
、
合
わ
せ
て
３
０
０
名
近
く
の
学
生
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
安
定
供
給
に
は
、
協
同
組
合

の
形
式
が
適
し
て
い
る
」
「
Ｊ
Ａ

の
存
在
意
義
を
改
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
、
Ｊ
Ａ
の

名
前
し
か
知
ら
な
か
っ
た
と
い

う
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
果
た

す
役
割
を
理
解
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
農

業
・
Ｊ
Ａ
の
理
解
者
を
増
や
す
「
サ
ポ
ー
タ
ー
５

５
０
万
人
づ
く
り
」
に
向
け
た
情
報
発
信
を
着
実

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時

々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期

的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 



2018.3月号9



2018.3月号 10

アルーダ旭川 3/23 金

9:00～15:00

アルーダ旭川が

今年もオープンします！

優良中古農機も多数展示

お気軽にお越しください！

出品機も募集中！

使わなくなった機械など

ございましたら、お近くの

ＪＡまでご相談ください！

㈱ホクレン油機サービス

中古農機常設展示場
（旭川市永山２条１３丁目）

開催場所

主催 ： 上川管内農協 ／ ㈱ホクレン油機サービス ／ ホクレン

上川管内 オープンフェア 開催予定

アルーダびえい アルーダふらの アルーダ士別

4/6 4/12 4/20金 木 金
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　第２回法律相談日のご案内
　ＪＡでは、農地の売買・相続等に関する問題や、その他日常における法律問題について

相談いただけるよう顧問弁護士による法律相談日を定期的に設けておりますので、事前に

ご予約の上、お気軽にご利用ください。

●第２回　　平成 30 年３月 23 日（金）　　午後３時～午後５時

●相談場所　本所事務所　2 Ｆ研修室

●弁護士　　田代 耕平 氏（札幌総合法律事務所）

●お問い合わせ先　本所　営農部営農支援課　　　☎ 57-2357

　　　　　　　　　支所　鷹栖支所営農施設課　　☎ 87-4111

４月１日から 10月 31日まで営業時間が下記の通り変更になります。

JAたいせつ

部　　門 曜　日
営　　業　　時　　間

４月～ 10月

一 般 業 務
平　　　日 ８：30～ 17：00
土　曜　日 ８：30～ 12：00

貯
　
　
金

窓　　　口
平　　　日 ９：00～ 16：30
土　曜　日 休　　　業

Ａ　Ｔ　Ｍ
平　　　日 ９：00～ 18：00
土　曜　日 ９：00～ 14：00

鷹栖町役場（平日のみ） ８：45～ 16：45
東鷹栖セルフ給油所 月～日曜日 ７：00～ 21：00
鷹栖セルフ給油所 月～日曜日 ７：00～ 20：00
整 備 工 場 平日・土曜日 ８：30～ 17：00

農 産 物 直 売 所 火～日曜日
（月曜日定休日）

10：00～ 17：00（４月）
10：00～ 18：00（５～ 10月）

ＪＡたいせつ営業時間のご案内
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理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
三
十
年
一
月
二
十
日
第
十
三
回

理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議

し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
三
十
年
度
固
定
資
産
取
得
計

画(

案)

に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
に
導
入
す
る
固
定

資
産
・
リ
ー
ス
資
産
の
取
得
計
画
に

つ
い
て
協
議
し
承
認
決
定
致
し
ま
し

た
。

二
、
組
合
員
の
持
分
譲
渡
承
認
に
つ
い
て

　

九
件
の
持
分
譲
渡
承
認
に
つ
い
て

協
議
し
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。

三
、
組
合
員
加
入
申
請
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
固
定
資
産
減
損
会
計
に
お
け
る
資

産
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
方
針
決
定
に

つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
道
人
事
委
員
会
勧
告
に
伴
う
給
与

改
定
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

七
、
定
款
第
五
十
七
条
三
項
に
よ
る
組

合
と
理
事
の
契
約
承
認
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

八
、
農
協
事
業
地
区
別
懇
談
会
の
開
催

に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
固
定
資
産
・
リ
ー

ス
資
産
取
得
計
画
に
つ
い
て
の
懇
談

会
を
、
一
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日

の
二
日
間
、
両
地
区
七
会
場
で
開
催

す
る
こ
と
を
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。

九
、
第
十
五
回
通
常
総
代
会
開
催
日

時
・
開
催
場
所
に
つ
い
て

　

た
い
せ
つ
農
協
第
十
五
回
通
常
総

代
会
を
平
成
三
十
年
四
月
十
二
日

（
木
）
午
後
一
時
よ
り
、
た
か
す
メ

ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
事

を
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。

監
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
三
十
年
一
月
二
十
日
第
十
回
監

事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
決
算
自
治
棚
卸
監
査
実
施
に
つ
い
て

　

棚
卸
対
応
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

2018/３
月
号
　
第
181号

「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ
み

２
月

２
月
２
日　

企
画
会
議

２
月
５
日　

留
萌
上
川
Ｊ
Ａ
役
員
研
修

会

２
月
６
日　

監
事
協
議
会
冬
期
研
修
会

～
７
日

　
　
　
　
　

旭
川
青
果
物
生
産
出
荷
協

議
会
定
期
総
会

２
月
７
日　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
「
稲
穂
の

里
」
協
議
会
定
期
総
会

２
月
８
日　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
女
性
部
定

期
総
会

２
月
15
日　

第
14
回
理
事
会

２
月
16
日　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
青
年
部
定

期
総
会

２
月
19
日　

自
治
監
査　

～
27
日

２
月
22
日　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
直
売
所
販

売
協
議
会
総
会

鷹栖給油所からのおしらせ
　昨年 11月にリニューアル致しました洗車機のプリペイドカードの交換を

3月末で終了致させて頂きますので、まだ交換されてない方はお早めの交換

をお願いいたします。
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